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地球温暖化の現状

出典：気象庁 https://www.data.jma.go.jp/ghg/kanshi/ghgp/co2_trend.html https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_wld.html

大気中の二酸化炭素の世界平均濃度の経年変化 世界の年平均気温の変化

大気中の二酸化炭素濃度は産業革命前の1.5倍に。
気温は2024年、産業革命以前より1.55℃高い温度を記録。
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https://www.data.jma.go.jp/ghg/kanshi/ghgp/co2_trend.html


中央環境審議会地球環境部会地球温暖化対策計画フォローアップ専門委員会・
産業構造審議会イノベーション・環境分科会地球環境小委員会 合同会合（第３回）
(2025/7/28)
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2050年カーボンニュートラルに向けた日本の排出削減経路と実績



出典：平成7年環境白書

部門別エネルギー起源CO2排出量の推移
（熱・電気配分後）
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産業部門の削減は活動量の影響が大きい
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中央環境審議会地球環境部会地球温暖化対策計画フォローアップ専門委員会・
産業構造審議会イノベーション・環境分科会地球環境小委員会 合同会合（第３回）(2025/7/28)



電源構成の推移
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電力CO2排出原単位（需要端）kg-CO2/kWh

総合エネルギー統計より作成



2030年エネルギーミックスに対する関係省庁施策の進捗状況
各電源の導入量 関係省庁における施策の進捗状況

①
ミック
ス

2030年
目標

②
導入
量

2024.12
時点

（参考）
導入量

＋FIT/FIP
認定済未稼働

（①ー②）
ミックス達成
に必要な
残容量

施策名 担
当
省
庁

A
2030
年
目標

B 
2020
～

2024年度の
導入量*1

太陽光
103.5
～

117.6GW
75.6GW 80.7GW

27.9
～

42.0GW

公共部門の率先実行 環ほか 6.0GW 0.22GW

地域共生型太陽光発電の導入等 *2 環・農 8.2GW 1.4GW

空港の再エネ拠点化 国 2.3GW 0.2GW

民間企業による自家消費促進 環 10.0GW 0.7GW

新築住宅への施策強化 国・経・環 60% *3 36.5%

陸
上
風
力

17.9GW 6.0GW 16.2GW 11.9GW

環境アセスの対象の適正化等 経・環 2.0GW ー

改正温対法による促進 環 0.6GW ー

系統増強等 経 2.0GW ー

洋
上
風
力

5.7GW 0.3GW 5.1GW *4 5.4GW
ハンズオンサポートの実施等 経・国 2.0GW ー

系統増強等 経 2.0GW ー

地熱 1.5GW 0.6GW 0.7GW 0.9GW

JOGMECによるリスクマネーの供給等 *5 経・環 0.3GW 0.01GW

自然公園内での先導的資源量調査等 *6 経・環 0.5GW ー

旧ミックス達成に向けた施策強化 経・環 50億kWh 0.1億kWh

水力
*7 10.4GW 10.0GW 10.3GW 0.4GW

既存設備の最適化・高効率化等 *8 経・国 80億kWh 4.1億kWh

旧ミックス達成に向けた施策強化 経・国・農 50億kWh 0.3億kWh

バイ
オマ
ス

8.0GW 8.1GW 10.7GW （達成済）
国産木質バイオマス利活用の拡大等 *9 経・農 0.08GW 0.18GW

廃棄物発電の導入加速 環 0.6～0.7GW 0.05GW

総合エネルギー調査会 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（第74回）



地球温暖化対策計画の進捗状況(産業部門)

中央環境審議会地球環境部会地球温暖化対策計画フォローアップ専門委員会・
産業構造審議会イノベーション・環境分科会地球環境小委員会 合同会合（第３回）(2025/7/28)



地球温暖化対策計画の進捗状況(業務その他部門)

中央環境審議会地球環境部会地球温暖化対策計画フォローアップ専門委員会・
産業構造審議会イノベーション・環境分科会地球環境小委員会 合同会合（第３回）(2025/7/28)



2030年目標は21.8百万トンCO2

13

代替フロン等4ガス

中央環境審議会第8回地球温暖化対策フォローアップ専門委員会資料(2025/6/23)

地球温暖化対策計画では (計画） (進捗率)
製品使用時のHFCs漏えい量の削減 2,150 53%
製品廃棄時のHFCs放出量の削減（業務） 1,690 67%
HFCs製造量・輸入量の削減、冷媒の転換 1,463 49%



代替フロン等4ガス

• 3つの用途別に解決の方向が異なる。
• 業務用冷蔵冷凍機器(使用時)
• 業務用エアコン(廃棄時)
• 家庭用エアコン(廃棄時)

• 冷媒種類の選定には複合的課題

自然冷媒 低GWP冷媒

安全性 △ ○

エネルギー効率 ○ ◎

温室効果 ◎ ○
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今後20030年までに予想される変化
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• 電力消費の伸び

中央環境審議会地球環境部会地球温暖化対策計画フォローアップ専門委員会・
産業構造審議会イノベーション・環境分科会地球環境小委員会 合同会合（第３回）(2025/7/28)
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日本のNDC
2021年10月提出



GXの近年の実行状況

17

中央環境審議会地球環境部会地球温暖化対策計画フォローアップ専門委員会・
産業構造審議会イノベーション・環境分科会地球環境小委員会 合同会合（第３回）(2025/7/28)



くらしGX：障壁
• 人々の関心の低さ

• 「個人が今すぐ気候変動に対処する行動を取らなければ、
次世代の期待を裏切ることになる」という問いに対し、日本
で同意したのは40%にとどまり、32か国中最下位。2021年
から2025年の減少率も最大（イプソス）

• GX関連技術の国内需要を上げる工夫：コベネフィット
• 高断熱住宅に住み替えた収縮期血圧125mmHg以上の居
住者は室温1℃上昇につき1.5mmHg低下。中途覚醒回数も
減少。（海塩、伊香賀ら2016,海塩、伊香賀ら2017）

• 生活活動量の増加に有効なのは、住宅の脱衣所・廊下の最
低室温が高いこと。（柳澤、伊香賀ら2015)

• 通所型介護施設利用者で、自宅が寒い人は自宅が温かい
人よりも要介護度が悪化する可能性が2.8倍高く、要介護認
定年齢平均が2.9年速い。（中嶋、伊香賀ら2019，小野、伊
香賀ら2020）

• ペロブスカイトでは「デザイン」も重要
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環境省 2023年度の温室効果ガス排出量および吸収量

世界の状況
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環境省 2023年度の温室効果ガス排出量および吸収量

世界の状況
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UNEP Emissions Gap Report 2025

世界の状況



UNEP Gap Reportで現政策で2030年
目標の達成が見込まれた国

国名 2030NDC

中国 2030年までに排出量のピークを迎え、GDPあたりGHG排出量を
2005年比65%削減する。

EU 1990年比少なくとも55％の削減

インド GDPあたりGHG排出量を2005年比45%削減

トルコ GHG排出量をBAU比41%削減

ロシア 1990年比70%削減

南アフリカ 350～420Mt-CO2に抑える

メキシコ GHG排出量をBAU比35%(無条件)、40%(条件付き)削減
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日本は「現政策で達成できそうに無い国」に分類されているが、オーストラリアと
共に「削減は進展していて達成目標に近いところまでは進む」とされている。



EUの排出見通し

出典：Total net greenhouse gas emission trends and projections in Europe
https://www.eea.europa.eu/en/analysis/indicators/total-greenhouse-gas-emission-trends
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2024年の予想排出量は1990年比37％削減。
エネルギー供給部門9%減、産業・建築は減
らず。運輸は0.7%増
(23年度目標は55%削減)2023年は36%
2030年現状対策で予想は47%、計画されて
いる追加対策で55%。予想と目標のギャップ
は2030年以降より大きくなる。



現在のNDCでは1.5℃に抑える経路として不十分

24出典：IPCC AR6 WG3 SPM



イギリス気候変動委員会2025年レポート
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出典： UK Climate Change Committee Progress in reducing emissions
－ 2025 report to parliament
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イギリス気候変動委員会2025年レポート
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出典： UK Climate Change Committee Progress in reducing emissions
－ 2025 report to parliament



イギリス気候変動委員会2025年レポート
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域内排出（青線）と、輸入排出（橙線）の推移。

出典： UK Climate Change Committee Progress in reducing emissions
－ 2025 report to parliament



イギリス気候変動委員会2025年レポート
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出典： UK Climate Change Committee Progress in reducing emissions
－ 2025 report to parliament
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中央環境審議会 2050ネットゼロ実現に向けた気候変動対策検討小委員会 産業構
造審議会 中長期地球温暖化対策検討WG(第7回)



ご清聴有り難うございました。
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